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利用されていない施設の撤去利用されていない施設の撤去

利用されていない施設については施設管理者に対し完全撤去を求める。

存置された取水施設の一部 存置された排水樋管の一部

改善が必要な施設の指導改善が必要な施設の指導

洪水等に際して水防上、改善が必要な施設の指導を行う。

洗掘による橋脚基礎部の状況樋門内部のクラックによる土砂
の流出状況
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利用されていない施設の撤去

●具体的な整備内容

利用されていない施設は、河川管理上の支
障や今後の施設利用計画等を調査し、不
要なものについては施設管理者に対し撤去
を求める。

●概要

●スケジュール

H15 H17 H19 H23H21 H25

継続実施

継続実施

■利用されていない施設の撤去

堤防内に構造物がある場合、不等沈下等により施設周辺に空洞化が起こると
ともに、そういった施設は一般的に適正に管理されていないため、構造的に弱
くなっている。

また、他の河川利用者の妨げとなり、事故発生の元凶ともなる。

撤去することにより、構造物による堤防の弱体が解消される。

自由に安全に河川敷を利用できるようになる。

（このため）

存置された利用されていない樋門 撤去後

対策事例

【淀川の事例】
昭和３年に農業用排水機場として設置されたが、公共
下水計画に基づき下流に排水機場が設置された
事により目的を失ったため、平成１４年に除却申請され
１５年に完了した 樟葉排水樋門
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●概要

管理者に対し管理者に対し『『撤去指示撤去指示』』

・施設周辺の状況

・施設の損傷状況

・施設管理者の維持管理能力

・今後の使用予定 等

利用されていない施設の調査

■今後の対応

（ただし、管理者不明物件は、国土交通省が対応）（ただし、管理者不明物件は、国土交通省が対応）

●委員会等からの意見
利用されていない施設は早急に撤去するべきであり、速やかに施設管理者への指導・支援
を実施する必要がある。

●進捗状況報告
継続実施中



維持－２－２ 具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

3/4

改善が必要な施設の指導

●具体的な整備内容

○施設管理者に定期的な点検整備 と計
画的な維持修繕を指導する。

○洪水時の流水に対して支障とならないよ
う、特に応急的措置の必要な箇所を改善指
導する。

●スケジュール

●検討・実施内容
改善が必要な施設とは、

○樋門の内部のクラックから土砂の流出を起こし、
周辺の空洞化が起こっているもの

○樋門の操作台が低く、水位上昇に伴い開閉操作
に支障をきたしているもの

○橋脚基礎部の根入れ不足や洗掘により露出して
いるもの

等をいう。

●概要

H15 H17 H19 H23H21 H25

継続実施

継続実施

■許可工作物の改善指導
許可工作物においても、機能上治水的に問題のある施設や箇所がある場合には、
施設管理者に改善を指導する。

•樋 門 の 例
樋門は、洪水時には閉鎖し、堤防の代わりとなって、浸水を防御する必要がある。操作台の高さ不足
は、洪水時のゲート開閉操作に支障をきたすことから、操作台の嵩上げ、門柱部の改築等の対策を樋
門管理者に改善を求める。また、老朽化が著しく堤防に空洞や弱体化を及ぼしている樋門については、
破堤の危険性があるため、撤去も含めて改築指導を行う。

•橋 梁 の 例
橋梁には、橋脚の根入れが不足しているものや洗掘などにより基礎部が露出しているものがある。
このような橋梁では、洪水時の流水により転倒した場合、洪水の流れを著しく阻害することにより、水
面の上昇などを生じ、堤防の破堤につながる場合があるため、根入れの確保などの改善を指導する。

操作台を嵩上げしたこ
とにより、高い水位でも
操作が可能となった事
例

木津川：上浜悪水樋門

洪水により転
倒した橋脚

平成２年９月
円山川 鶴岡橋

【淀川の事例】
林ノ元排水樋門：大正８年に設置された排水樋門で管内の老朽化が顕著となっている事から改善指導を実施。

平成１８年度より改修計画を進めていく予定。
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●概要

改善が必要な施設の調査

管理者に対し『改善指導』

治水上の支障の判断
↓

↓

洪水等に際して水防上、改善が必要な施設の指導を行う。

洗掘によ
る橋脚基
礎部の状
況

樋門内部の
クラックによ
る土砂の流
出状況

●委員会等からの意見
改善が必要な施設については、早急に施設管理者を指導し、改善の実施をはかる必要があ
る。

●進捗状況報告
継続実施中


